
介護者と介護を受ける人の安全のために、欧米の福祉施設

や病院ではリフトを使用しての介助が前提となっていますが、

日本ではまだマンパワーに頼っている場面が多くあります。

リフト導入

に際して考慮

することや、

活用の利点、

デンマークと

各国での事例

をお話します。

講師
ニルス＝ピーター・
ソーラセン氏

グルドマン A/S
コンサルティンググループ
理学療法士
エルゴノミクスコンサルタント

〈プロフィール〉
1996 年に理学療法

士となり、多くの病院で患者に対するリハビリ
テーションを行なう。 

エルゴノミクスの分野について、整形外科的
障害や介護中の事故予防の知識を持ち、2003
年から、病院、高齢者施設、障害者施設、自宅
での患者／療養者、および職員を対象としたエ
ルゴノミクスコンサルタントとして、安全な介助、
リハビリテーションの実施や、整形外科的な問題
を減少させるための解決策を導入してきた。

2016 年よりグルドマン社に在籍し、年間を
通じて研修、講演、プロジェクト管理を行なっ
ている。

＊�満席が予想されます。バリアフリー2018 ホームページ
https://www.tvoe.co.jp/bmk/regist/beforehand/
より、事前登録をお願いします。電話、FAXでもお申し込みを
受け付けております。

NPO日本アビリティーズ協会 大阪府大阪市城東区成育2丁目16-15
電話 06 ー7711ー 5780　FAX 06ー7653 ー 5101

腰痛予防のための
天井走行リフトの導入と
デンマークでの事例紹介

参加費：無料 ／ 定員：100名
講演会

2018 年
日　時：  4月21日（土）
	 午前 10 時30分〜12 時

バリアフリー展2018（会期 :4月19日〜21日）

会　場：インテックス大阪　1号館
� ワークショップ　第2 会場

南港ポートタウン線｢中ふ頭駅｣より徒歩5分




